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不
納
欠
損
処
分
の
傾
向

と
滞
納
者
へ
の
対
応

三
役
と
議
員
報
酬

に
民
意
の
反
映
を

住
民
協
働
で
の

区
長
の
役
割
は

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
に

町
民
の
モ
ラ
ル
向
上

堆
肥
セ
ン
タ
ー

の
運
営
状
況
は

堆
肥
セ
ン
タ
ー
へ
の
堆

肥
の
搬
入
量
が
当
初
計
画
に
比

べ
少
な
い
。
今
後
の
運
営
に
支

障
を
来
さ
な
い
か
。昨

年
度
は
、

計
画
の
四
割
ほ
ど
の
搬
入
量
で

あ
っ
た
。
本
年
度
は
、
搬
入
量

の
増
加
策
に
取
り
組
み
、
八
二

�
の
達
成
率
と
な
っ
て
い
る
。

製
品
の
販
売
額
は
、
昨
年
同
月

比
で
一
四
九
�
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
は
単
年
度
収
支
で
黒
字
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

昨
年
は
漁
業
が
不
振
で

あ
っ
た
が
、
共
済
金
を
受
け

取
っ
た
漁
家
数
は
。

問 産
業
振
興
課

問
範
と
な
る
べ
き
大
人
が
捨
て
て

い
る
よ
う
だ
。
今
後
と
も
モ
ラ

ル
向
上
の
た
め
、
啓
蒙
・
啓
発

に
努
め
る
。放

尿
問
題
は
、
会
議

の
場
で
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。

漁
協
組
合
長
、
参
事
へ
伝
え
る
。

「
町
社
会
福
祉
協
議
会

補
助
金
」
の
減
に
よ
る
影
響
は
。

平
成
十
六
年

度
ま
で
は
人
件
費
的
な
補
助
金

を
出
し
て
い
た
が
、
昨
年
度
か

ら
は
事
業
運
営
に
対
し
て
の
補

助
金
と
し
た
。
減
額
に
よ
る
事

業
へ
の
影
響
は
な
い
。

保
健
福
祉
課

問 町
長

タ
バ
コ
の
吸
殻
、
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
、
犬
の
フ
ン
の
放

置
が
後
を
絶
た
な
い
。
ま
た
、

海
岸
で
立
小
便
を
し
て
い
る
人

が
見
ら
れ
る
。

町
民
の
モ
ラ
ル
を
真
剣
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

子
ど
も
の
模

住
民
生
活
課

問

行
政
区
長
の
役
割
は
、

住
民
協
働
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

組
織
と
の
関
係
で
ど
う
な
る
か
。

行
政
区
長
は
区
か

ら
の
推
薦
の
形
を
取
っ
て
い
る
。

行
政
区
に
よ
っ
て
は
持
ち
回
り

や
年
度
で
交
代
を
し
て
い
る
所

も
あ
る
。

行
政
区
長
が
自
治
会
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
役
員
に
な
っ

て
い
る
所
も
あ
り
、
そ
の
よ
う

に
地
区
の
役
員
と
し
て
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
は
理
想
だ
と
考

え
る
。

総
務
課

問
し
て
も
単
年
度
ご
と
の
削
減
で

は
な
く
、
見
直
す
べ
き
で
あ
る

と
思
う
。
三
月
議
会
ま
で
に
報

酬
審
議
会
に
諮
り
、
答
申
を
も

ら
い
た
い
。

分
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
膨
ら
ん

で
い
く
。

今
後
は
預
貯
金
、
給
与
、
生

命
保
険
な
ど
の
動
産
に
も
注
目

し
て
い
く
。
昨
年
度
の
差
押
え

に
よ
る
納
付
は
、
六
百
七
十
件

で
八
百
万
八
千
円
で
あ
っ
た
。

滞
納
者
に
は
強
い
姿
勢
で
望
ん

で
い
く
。三

役
、
議
員
の
報
酬
に

民
意
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
報

酬
審
議
会
に
諮
る
べ
き
で
は
。

各
種
委
員
の
報
酬
に

関
し
て
見
直
す
べ
き
と
の
声
は

あ
る
。
三
役
、
議
員
報
酬
に
関

町
長

問

不
納
欠
損
額
が
急
増
し

て
い
る
が
こ
の
傾
向
は
今
後
も

続
く
の
か
。
ま
た
、
滞
納
者
に

対
す
る
取
り
組
み
は
。

何
も
し
な
け

れ
ば
こ
の
状
態
が
続
い
て
い
く
。

滞
納
で
一
番
多
い
の
は
固
定
資

産
税
で
あ
る
が
、
毎
年
課
税
と

な
る
た
め
競
売
な
ど
の
強
制
処

税
務
会
計
課

問

恵みの海と美しい自然を守るためにも
ゴミに対する町民のモラルが大事です
（霞露ケ岳山頂からの山田町）

一般
会計

…不納欠損処分
町税などの歳入の徴収事務を能率的に処理するた

め、納付又は納入する義務を消滅させる処理です。
地方税法で規定する徴収すべき税額などの時効が

完成した場合や納税者の死亡、破産などにより、明
らかに徴収することができない場合に行うことがで
きます。

こ と ば
参 考

岩手県やまだ議会だよりＮｏ.１１４ 平成１８年１０月１５日発行（７）

ア
ワ
ビ
、
ウ
ニ
に

対
す
る
町
の
支
援

昨
年
度
は
百

九
十
三
人
が
支
払
い
を
受
け
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
十
五
年
度

は
二
十
六
人
、
十
六
年
度
は
六

十
人
で
あ
っ
た
。

産
業
振
興
課

山
田
病
院
施
設
を

活
用
で
き
な
い
か

農
業
振
興
上
の

問
題
と
対
策
は

本
町
特
産
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を

防
火
水
槽
の
充
足
率
と

今
後
の
設
置
計
画
は

ア
ワ
ビ
、
ウ
ニ
に
対
す

る
支
援
策
を
。

ウ
ニ
は
資
源

が
豊
富
で
放
流
す
る
状
況
に
は

な
い
。
ア
ワ
ビ
は
採
れ
な
く

な
っ
て
お
り
、
放
流
の
気
運
が

高
ま
っ
て
い
る
。
放
流
に
対
す

る
経
費
は
受
益
者
が
負
担
す
べ

き
も
の
と
考
え
る
。

水
揚
げ
し
た
魚
が
新
鮮

な
う
ち
に
処
理
で
き
る
体
制
の

整
備
や
市
場
手
数
料
を
下
げ
る

こ
と
な
ど
、
外
来
船
に
来
て
も

ら
え
る
努
力
を
。

イ
カ
は
、
地

元
業
者
で
あ
る
程
度
対
応
で
き

る
。
手
数
料
は
、
市
場
で
検
討

が
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
誘
致

活
動
を
始
め
た
ば
か
り
な
の
で

今
後
に
期
待
し
て
い
る
。

産
業
振
興
課

問 産
業
振
興
課

問

十
一
月
に
は
、
山
田
病

院
が
移
転
す
る
。

問

既
存
の
病
院
用
地
は
町
で
取

得
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
だ
が
、

施
設
の
新
し
い
部
分
を
耐
震
補

強
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。耐

震
補
強
に
は
二
億

円
以
上
か
か
る
。
内
部
の
改
造

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
多
額

の
経
費
が
必
要
と
な
る
。
具
体

的
利
用
法
が
あ
れ
ば
検
討
は
で

き
る
が
、
難
し
い
と
考
え
る
。

町
長

農
業
を
振
興
す
る
上
で

の
問
題
と
そ
の
対
策
は
。

問

高
齢
化
に
よ

る
労
働
力
不
足
、
経
営
意
欲
の

低
下
が
あ
る
。
農
地
の
流
動
化

に
よ
り
経
営
規
模
を
拡
大
し
経

営
安
定
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

認
定
農
業
者
を
中
心
に
底
上

げ
・
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

産
業
振
興
課

本
町
の
特
産
品
を
ど
の

よ
う
に
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、

売
り
込
み
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
か
。
マ
ツ
タ
ケ
、
シ
イ
タ
ケ
、

肉
牛
は
日
本
一
で
あ
る
と
い
う

が
、
山
田
産
と
し
て
売
ら
れ
て

問

い
な
い
。

マ
ツ
タ
ケ
、

シ
イ
タ
ケ
、
肉
牛
は
農
協
出
荷

の
た
め
産
地
名
は
表
示
さ
れ
な

い
。
乾
シ
イ
タ
ケ
は
、
東
京
の

銀
河
プ
ラ
ザ
で
宮
古
広
域
の
市

町
村
の
名
前
が
入
っ
て
売
ら
れ

て
い
る
。
海
産
物
の
ホ
タ
テ
、

イ
カ
に
つ
い
て
は
、
産
直
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

産
業
振
興
課

防
火
水
槽
の
充
足
率
と

今
後
の
設
置
計
画
は
。

本
町
の
水
利

基
準
で
は
三
百
四
十
基
で
あ
る
。

現
在
、
二
百
四
十
四
基
が
設
置

さ
れ
て
お
り
充
足
率
は
七
二
�
。

八
次
町
総
合
発
展
計
画
で
は
、

毎
年
一
基
ず
つ
設
置
す
る
計
画

で
あ
る
。

消
防
防
災
課

問

来
年
度
、
山
田
高
校
の

三
ク
ラ
ス
の
可
能
性
は
。

中
高
連
携
を
立
ち

上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
山
田
高

校
の
知
名
度
が
上
が
っ
た
と
思

う
。
県
教
委
で
決
め
る
こ
と
で

あ
る
が
、
そ
う
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
。

教
育
長

問 来
年
度
の
山
田
高
校
の

３
ク
ラ
ス
の
可
能
性
は
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